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社団法人 盛岡法人会
社団法人盛岡法人会は、盛岡市、八幡平市、紫波町、矢巾町、雫石町、岩手町、葛巻町、滝沢村内に事業所等を所有する経営者の団体で、
会員の積極的な自己啓発を支援し、納税意識の向上と企業経営および社会の健全な発展に貢献することを目的として活動を行っております。
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「イーハトーヴの１２ヶ月」とネーミングされ
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岩手のものが話題になってくれればいいな…」と高橋さん。
　（デザイン・製作：こしぇる工房add・高橋博美／盛岡市）
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を
中
心
に
早
く
か
ら
盛
ん
に
行
わ
れ

て
き
た
。

　

日
本
で
も
地
熱
発
電
開
発
は
大
正

時
代
に
遡
る
。
１
９
１
９
年
に
山
内

万
寿
治
海
軍
中
将
が
石
炭
・
石
油
の

代
替
と
し
て
地
熱
利
用
を
考
え
、
全

国
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、

大
分
県
で
掘
削
に
成
功
し
た
。
25
年

に
は
太
刀
川
平
治
博
士
が
そ
れ
を
事

業
化
し
、
わ
が
国
初
の
地
熱
発
電
所

を
別
府
に
つ
く
っ
た
。

　

こ
の
流
れ
を
受
け
て
、
戦
後
直
ぐ

に
政
府
の
地
質
調
査
所
（
現
、
産
業

技
術
総
合
研
究
所
）
や
九
州
配
電

（
現
、
九
州
電
力
）
が
相
次
い
で
地

熱
発
電
に
関
す
る
調
査
や
研
究
を
始

め
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
66
年
に
日
本
重

化
学
工
業
が
松
川
地
熱
発
電
所
（
岩

手
県
、
９
５
０
０
ｋ
W
）
の
運
転

を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
73
年
の
第

１
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
通

産
省
（
現
、
経
産
省
）
が
74
年
か
ら

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
。
有
限
の
化
石
燃
料
で
あ
る
石

油
・
石
炭
か
ら
脱
し
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
に
動
い
た
。

　

こ
れ
を
機
に
再
び
地
熱
発
電
に
注

目
が
集
ま
り
、
東
北
地
方
と
九
州
地

方
で
発
電
所
の
開
発
が
進
ん
だ
。
た

だ
一
方
で
、
政
治
家
を
中
心
に
原
子

力
発
電
の
メ
リ
ッ
ト
を
主
張
す
る
声

が
高
ま
り
、
政
府
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
は
、
高
出
力
で
環
境
に
も
や
さ
し

い
と
さ
れ
た
原
子
力
に
傾
斜
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

あ
る
地
熱
発
電
は
開
発
ス
ピ
ー
ド
が

鈍
く
な
っ
た
。
18
か
所
目
と
な
っ
た

06
年
の
九
電
八
丁
原
発
電
所
（
大
分

県
）
を
最
後
に
ス
ト
ッ
プ
状
態
に
あ

　

東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力
福
島

第
１
原
子
力
発
電
所
の
事
故
で
電
気

の
あ
り
が
た
さ
が
身
に
し
み
た
。
原

発
に
３
割
を
依
存
し
て
い
る
日
本
の

電
力
供
給
の
あ
り
方
に
疑
問
符
が
つ

い
た
か
ら
だ
。
電
力
不
足
が
普
段
の

生
活
を
脅
か
す
事
態
を
目
の
当
た
り

に
し
た
の
だ
か
ら
、
原
発
以
外
の
電

力
源
に
注
目
が
集
ま
る
の
も
当
然
だ
。

太
陽
光
発
電
、
風
力
発
電
な
ど
を
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
が
、
最

も
供
給
が
安
定
し
て
い
る
と
い
わ
れ

る
地
熱
発
電
へ
の
関
心
は
薄
い
。
多

く
の
規
制
や
コ
ス
ト
問
題
が
あ
る
た

め
に
開
発
が
遅
れ
て
い
る
た
め
だ

が
、
電
力
源
の
多
様
化
に
向
け
地
熱

の
利
用
促
進
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

地
熱
利
用
へ
の
取
り
組
み
は
か
な

り
古
い
。
地
球
上
に
は
火
山
や
温
泉

な
ど
が
あ
り
、
地
球
内
部
は
高
温
と

の
推
定
か
ら
測
定
や
研
究
が
、
欧
州

地
熱
発
電
に
も
っ
と
力
入
れ
よ
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　
　

柏
木　

慶
永

原
発
推
進
と
規
制

　

高
コ
ス
ト
で
開
発
鈍
る
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発
依
存
か
ら
の
脱
却
が
世
論
の
大
勢

へ
と
変
わ
っ
た
。
た
だ
、
電
力
不
足

は
深
刻
で
、
東
電
は
原
発
代
替
と
し

て
火
力
発
電
所
を
フ
ル
稼
働
さ
せ
た

た
め
、
燃
料
費
が
増
大
。
今
年
４
月

以
降
の
電
力
料
金
の
大
幅
値
上
げ
を

発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

電
力
の
安
定
供
給
と
い
う「
義
務
」

が
遂
行
で
き
な
い
恐
れ
が
出
た
と
の

理
由
を
挙
げ
、
発
電
コ
ス
ト
高
に
よ

る
業
績
確
保
の
た
め
に
値
上
げ
で
き

る
と
い
う
電
気
事
業
法
に
よ
る
「
権

利
」を
前
面
に
押
し
出
し
た
わ
け
だ
。

　

高
コ
ス
ト
の
火
力
発
電
所
に
い
つ

ま
で
も
頼
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

電
力
源
の
多
様
化
が
喫
緊
の
課
題
に

な
っ
て
お
り
、
地
熱
発
電
は
そ
の
有

力
電
源
の
一
つ
だ
。
他
の
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
比
べ
昼
夜
、
季
節
に
変
動

な
く
安
定
し
て
供
給
で
き
、
年
間
設

備
利
用
率
が
原
発
よ
り
高
い
。
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
が
少
な
く
、
投
入

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
電
力
生
産
量

が
高
い
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

　

日
本
は
世
界
有
数
の
地
熱
保
有
国

と
い
わ
れ
る
。
地
熱
を
活
か
す
た
め

に
、
開
発
に
関
す
る
規
制
緩
和
を
進

め
、
地
熱
専
用
の
法
制
度
や
特
区
制

度
の
制
定
、
温
泉
業
者
と
の
共
生
な

ど
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
だ
。
日

本
に
は
最
高
の
掘
削
技
術
が
あ
る
う

え
、
地
下
探
査
技
術
も
向
上
し
て
い

る
。
純
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
地

熱
発
電
の
開
発
を
促
進
す
る
こ
と

は
、
過
疎
地
域
の
活
性
化
や
地
熱
発

電
タ
ー
ビ
ン
の
高
度
化
に
も
役
立
つ
。

　

政
府
は
原
発
の
寿
命
を
原
則
40
年

と
す
る
法
制
化
に
動
き
出
し
た
。
日

本
の
原
発
54
基
の
う
ち
21
基
は
30
年

以
上
を
経
過
し
、
廃
炉
問
題
が
現
実

味
を
増
す
こ
と
に
な
る
。
地
熱
発
電

が
新
た
な
電
力
源
に
な
る
可
能
性
は

十
分
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
一

環
と
し
て
積
極
的
に
導
入
に
動
く
べ

き
で
あ
る
。

る
。

　

な
ぜ
開
発
が
進
ま
な
い
の
か
、
次

の
３
つ
の
理
由
に
よ
る
。

　

①
高
い
地
熱
発
電
コ
ス
ト

　

②
地
熱
資
源
の
80
％
以
上
が
国
立

　
　

公
園
の
特
別
保
護
地
域
内

　

③
温
泉
業
者
の
強
い
反
対
―
だ
。

　

発
電
コ
ス
ト
は
平
均
で
ｋ
W
時

単
価
が
20
円
と
既
存
電
源
よ
り
高

い
。
調
査
か
ら
開
発
ま
で
10
年
以
上

か
か
る
う
え
、
送
電
線
建
設
費
な
ど

初
期
投
資
が
大
き
い
た
め
だ
。
ま
た

開
発
規
制
の
厳
し
い
国
立
公
園
内
に

地
熱
資
源
が
多
い
た
め
、
自
然
保
護

優
先
に
よ
る
開
発
リ
ス
ク
が
大
き

い
。
さ
ら
に
、
地
熱
発
電
で
温
泉
が

涸
れ
る
と
す
る
温
泉
業
者
の
強
い
反

対
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
昨
年
３
月
11
日
の
東
日

本
大
震
災
に
よ
る
福
島
原
発
事
故
で

原
発
の
安
全
神
話
が
吹
き
飛
び
、
原

岩手大学では、平成23年 10月
1日に復興対策本部を「三陸復興
推進本部」に模様替えし、併せて
被災地の声をリアルタイムに把握
するべく、三陸沿岸地域支援の拠
点として 石市にサテライトを開

設いたしました。私を含め4名の職員が常駐しております。
　 石サテライトは、被災した三陸沿岸の自治体と連携し、様々な
活動を行っています。これまでの主な取り組みは以下のとおりです。
○支援ニーズの把握
　・約60社の企業（主として水産加工業）及び県内全漁業協同組合
を訪問。

　・岩手県沿岸市町村復興期成同盟会（13市町村）の首長及び復興
推進担当者等との4度の懇談。

○シンポジウム等の開催
　・「三陸水産業の復興に向けた3大学連携推進シンポジウム」
（平成23年 10月 30日シープラザ 石〔 石市〕で開催）

東日本大震災により被害を受けた三陸沿岸の水産業について、
岩手大学、東京海洋大学及び北里大学の3大学が連携し、復興・
発展を推進することに合意。　　

　・「全国水産系研究者フォーラム」
（平成24年 1月 7日岩手県沿岸広域振興局〔 石市〕で開催）
全国から水産系研究者等の方々約130名（北は北海道、南は鹿
児島、西は長崎）が参集し、『全国水産系研究者フォーラム宣言』
を提唱。
（詳しくは、岩手大学ホームページを御覧願います。http://
www.iwate-u.ac.jp/ ）

　その他、連携する機関等との意見交換会などの各種会議への参
加や、本学及び連携大学の教職員による現地活動をサポートして
おります。
　復興への取り組みは、10年、20年の長い期間となります。岩手
の“大地”と“ひと”と共に歩む岩手大学は、三陸、岩手の復興と
再生に、オール岩大パワーで取り組んでおります。復興支援のあり
方等、ご提案がありましたらご意見をお寄せいただければ幸いです。

岩手大学三陸復興推進本部 石サテライトの取り組みについて
国立大学法人岩手大学三陸復興推進本部特命課長　佐藤　貢

連載コラム

第
●
回
 24 

柏
木
慶
永
（
か
し
わ
ぎ
・
よ
し
な
が
）　　

　

経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト（
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
会
員
）。　

　

１
９
６
９
年
日
本
大
学
法
学
部
新
聞
学
科
卒
。
日

刊
工
業
新
聞
社
で
、
編
集
局
科
学
技
術
・
第
一
・
第

二
・
各
部
長
、
電
子
メ
デ
ィ
ア
局
長
、
執
行
役
員
総

合
事
業
局
長
、同
業
務
局
長
、同
論
説
委
員
長
を
歴
任
。

法
制
度
整
備
し

　

安
定
電
源
確
保
を
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私
は
、
所
得
税
の
平
成
23
年
分
の
確
定

申
告
書
を
法
定
申
告
期
限
ま
で
に
提
出
し

ま
し
た
。
４
月
に
な
っ
て
、
そ
の
申
告
に

計
算
違
い
な
ど
、
申
告
内
容
に
間
違
い
が

あ
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
よ
い
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

法
定
申
告
期
限
後
に
計
算
違
い
な
ど
、

申
告
内
容
の
間
違
い
に
気
が
付
い
た
場
合

は
、
次
の
方
法
で
訂
正
し
て
く
だ
さ
い
。

①
納
め
る
税
金
が
多
過
ぎ
た
場
合
や
還
付

さ
れ
る
税
金
が
少
な
過
ぎ
た
場
合

　

更
正
の
請
求
と
い
う
手
続
き
が
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
手
続
き
は
、

誤
り
の
内
容
を
記
載
し
た
「
更
正
の
請

求
書
」
を
税
務
署
長
に
提
出
す
る
こ
と

に
よ
り
行
い
ま
す
。

　

更
正
の
請
求
が
で
き
る
期
間
は
、
原

則
と
し
て
法
定
申
告
期
限
か
ら
５
年
以

内
で
す
。

②
納
め
る
税
金
が
少
な
過
ぎ
た
場
合
や
、

還
付
さ
れ
た
税
金
が
多
す
ぎ
た
場
合

　

こ
の
場
合
に
は
、
誤
っ
た
内
容
を
訂

正
す
る
た
め
の
修
正
申
告
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
修
正
申
告
を
す
る
場

合
に
は
、
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

【
問
】

【
答
】　

イ　

誤
り
に
気
付
い
た
ら
、
で
き
る
だ
け

早
め
に
修
正
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

税
務
署
の
調
査
を
受
け
た
後
で
修
正

申
告
を
し
た
り
、
税
務
署
か
ら
申
告
税

額
の
更
正
を
受
け
た
り
す
る
と
、
新
た

に
納
め
る
税
金
の
ほ
か
に
過
少
申
告
加

算
税
が
か
か
り
ま
す
。

・
税
務
署
の
調
査
を
受
け
る
前
に
自
主

的
に
修
正
申
告
を
す
れ
ば
、
過
少
申
告

加
算
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

・
確
定
申
告
が
期
限
後
申
告
の
場
合

は
、
無
申
告
加
算
税
が
か
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

ロ　

新
た
に
納
め
る
税
金
は
、
修
正
申
告

書
を
提
出
す
る
日
が
納
期
限
と
な
り
ま

す
の
で
、そ
の
日
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

ハ　

こ
の
場
合
、
納
付
の
日
ま
で
に
延
滞

税
を
併
せ
て
納
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

な
お
、
更
正
の
請
求
書
や
修
正
申
告
書
、

税
金
の
納
付
書
は
税
務
署
に
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。

税
金
は
身
近
な
も
の
で
す
が
、そ
の
中
身
は
複
雑
で
す
。

こ
の
項
は
、盛
岡
税
務
署
の
協
力
を
得
な
が
ら
シ
リ
ー

ズ
で
、
身
近
な
税
金
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い

ま
す
。

や
さ
し
い
税
金
教
室

確
定
申
告
が
間
違
っ
て
い
た
と
き

税金クイズ
日本の消費税の税率は
地方消費税を含めて
５％ですが、これはヨー
ロッパ諸国などの税率
（付加価値税の税率）
と比べると、どのよう
な地位にあるでしょう
か？

　答えは７ページに掲載
しています。

盛
岡
税
務
署

　

更
正
の
請
求
、
修
正
申
告
な
ど
の
手
続
き
な
ど
に

つ
い
て
、
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（w

w
w
.nta.go.jp

）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。 

全法連アンケート調査システムにご協力ください。
　公益財団法人全国法人会総連合では、会員の皆様を母体として、「時事問題」、「経済情勢」など幅
広い分野で、多様な調査を実施し、世論の動向を分析していくこととなりました。調査結果は、登
録者は勿論のことマスメディア等にも提供し法人会のパブリシティ向上、存在感アップに役立てて
いくこととしています。
　法人会が 100 万社を母体としてアンケートを実施することは極めて価値の高いものとなります。
会員の皆様には、法人会のさらなる発展のため趣旨にご賛同賜り、ご登録頂きますようお願い申し
上げます。

【登録方法】　
１．携帯電話で右のQRコードを読み取ってください。
　　なお、パソコンで、全法連のホームページからもアクセスできます。「法人
　　会アンケートシステム」バナーをクリックして下さい。
　　http：//www.zenkokuhojinkai.or.jp
　　直接　regist@survey.zenkokuhojinkai.or.jp にメールを送信しても
　　登録できます。
２．メールアドレスの確認メールが届きます。
　　メール内のリンクをクリックしてください。
　　◆しばらくしてもメールが届かない場合
　　　携帯電話が「ドメイン指定受信」など、一部のアドレスからのメールを拒否する設定になっ　
　　ていませんか？「zenkokuhojinkai.or.jp」からのメールを受信できるように設定をしてください。
３．当システムでの「個人情報保護方針」が表示されます。ご一読いただき「同意」を押してください。
４．あなたのメールアドレスが表示されます。所属している法人会の都道府県を選択し「次へ」を
　　押してください。
５．法人会の－覧が表示されますので、その中からあなたの所属しています法人会名を押してください。
６．最後にお名前や性別など個人情報を入力し「次へ」を押してください。
７．確認画面が表示されます。入力した内容に間違いないかを確認し「登録」ボタンを押してください。
　　（修正がある場合は「戻る」で修正が可能）

公益財団法人　全国法人会総連合

①低い方
②同じくらい
③高い方
④比較できない
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き
た
職
人
さ
ん
た
ち
が
い
ま

す
。
そ
の
職
人
さ
ん
か
ら
直

に
伝
統
の
技
を
手
ほ
ど
き
し

て
も
ら
い
、
も
の
づ
く
り
体

験
を
通
じ
て
手
づ
く
り
の
良

さ
や
職
人
の
姿
、
安
全
で
安

心
な
食
品
に
触
れ
て
も
ら
お

う
と
の
企
画
。
一
日
ゆ
っ
た

り
体
験
工
房
で
過
ご
し
、「
ぶ

ら
っ
と
」
し
て
も
ら
お
う
と

い
う
わ
け
で
す
。
月
一
回
は
、

地
元
の
飲
食
店
や
温
泉
業
と

連
携
し
、
割
引
ク
ー
ポ
ン
を

発
行
。
お
得
な
料
金
で
軽
食

や
温
泉
入
浴
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
体
験
だ
け

で
は
な
く
、「
二
つ
目
の
店
」
に
も
足
を
運
ん
で

も
ら
お
う
と
の
試
み
で
す
。

■【
体
験
内
容
】（
カ
ッ
コ
内
は
体
験
工
房
の
名
称
）

・
豆
乳
手
打
ち
う
ど
ん
つ
く
り
（
豆
腐
と
湯
波
、

　

ふ
う
せ
つ
花
）

・
手
前
味
噌
つ
く
り
（
麹
屋
も
と
み
や
、
味
噌
工

　

房
「
惇
」）

・
花
瓶
敷
き
、
マ
ウ
ス
パ
ッ
ド
に
利
用
で
き
る
ミ

　

ニ
畳
つ
く
り
（
田
鎖
畳
店
）

・
職
人
か
ら
コ
ツ
を
教
わ
る
和
菓
子
（
あ
ん
こ
入

　

り
ヨ
モ
ギ
の
が
ん
月
）
つ
く
り
（
仙
台
菓
子
店
）

・
塩
麹
・
料
理
つ
く
り
体
験
（
麹
と
味
噌
の
勝
田

　

屋
）

・
漆
塗
り
箸
に
色
漆
で
絵
付
け
、
デ
ザ
ー
ト
皿
の

　

漆
絵
付
体
験
（
安
比
塗
漆
器
工
房
）

・
手
打
ち
蕎
麦
の
極
意
・
蕎
麦
つ
く
り
体
験
教
室

　
（
北
舘
製
麺
）

　

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
文
物
が
交

流
す
る
宿
場
町
と
し
て
の
文
化

と
、
土
着
の
庶
民
文
化
が
融
合
し

て
独
特
の
文
化
が
育
ま
れ
て
き
た

の
が
安
代
の
町
。
そ
う
し
た
歴
史

の
面
影
を
今
も
町
の
そ
ち
こ
ち
で

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

　

昭
和
31
年
、
荒
沢
村
と
田
山
村

が
合
併
し
て
二
戸
郡
安
代
町
に
。

こ
の
町
名
は
、
ま
ち
を
流
れ
る
安

比
川
と
米
代
川
に
ち
な
む
も
の
で

し
た
。
平
成
14
年
、
二
戸
郡
か
ら

岩
手
郡
に
所
属
が
変
わ
り
、
さ
ら

に
、
平
成
17
年
、
西
根
町
、
松
尾

村
と
共
に
合
併
し
て
八
幡
平
市
に
な
り
ま
し
た
。

市
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
農
（
み
の
り
）
と

輝
（
ひ
か
り
）
の
大
地
」。
大
地
と
水
と
空
気
が

澄
ん
だ
実
り
豊
か
な
町
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
商
店
街
の
「
ぶ
ら
っ
と
一
日
体
験
工
房
」

　

旧
安
代
町
荒
屋
新
町
商
店
街
で
「
ぶ
ら
っ
と
一

日
体
験
工
房
」
と
い
う
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
前
述
の
よ
う
に
古
く
か
ら
宿
場
町
と

し
て
栄
え
て
き
た
商
店
街
に
は
昔
な
が
ら
の
製
造

小
売
店
が
多
く
、
先
祖
伝
来
の
技
を
受
け
継
い
で

　
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
町　

　

八
幡
平
市
安
代
地
区
は
リ
ン
ド
ウ
の
花
の
生
産

日
本
一
の
町
。「
安
代
り
ん
ど
う
」
は
今
や
世
界

の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ア
ジ
ア
各
国
の
花
屋
さ
ん
で
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

歴
史
的
に
は
藩
政
時
代
の
鹿
角
街
道
の
宿
場
町

で
、
南
部
藩
領
だ
っ
た
鹿
角
郡
の
花
輪
鉱
山
か
ら

城
下
盛
岡
に
銅
鉱
石
を
運
ぶ
牛
や
馬
が
行
き
交

い
、
時
代
が
下
っ
て
昭
和
30
年
代
頃
ま
で
鉱
山
で

働
く
人
々
の
憩
い
の
場
と
し
て
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

現
在
の
国
道
２
８
２
号
が
お
お
む
ね
旧
鹿
角
街

道
で
す
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
旧
奥
州
街
道
二
戸
市

福
岡
か
ら
浄
法
寺
を
経
て
旧
津
軽
街
道
に
合
流
す

る
ル
ー
ト
、
あ
る
い
は
八
戸
城
下
か
ら
三
戸
田
子

を
経
る
ル
ー
ト
も
鹿
角
街
道
と
呼
ば
れ
、
そ
の
い

ず
れ
も
安
代
地
区
を
通
っ
て
鹿
角
、
弘
前
へ
と
通

じ
て
い
ま
し
た
。

　

周
囲
を
安
比
岳
、
七
時
雨
山
、
四
角
岳
な
ど
千

メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
に
囲
ま
れ
、
冷
涼
な
気
候
の

中
で
稲
作
よ
り
も
大
豆
や
蕎
麦
な
ど
雑
穀
の
栽
培

と
そ
の
加
工
技
術
が
発
達
し
、
特
有
の
食
文
化
が

育
ま
れ
ま
し
た
。
全
国
的
に
も
珍
し
い
と
さ
れ
る

「
田
山
暦
」
は
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
幕
末
の
頃

ま
で
安
代
地
区
田
山
で
発
行
さ
れ
て
い
た
絵
暦
。

ま
た
、マ
タ
ギ
、木
地
師
な
ど
山
間
に
暮
ら
す
人
々

の
文
化
も
あ
り
ま
し
た
。

わが町わが町
探　訪探　訪

八
幡
平
市
安
代
地
区

農（
み
の
り
）と
輝（
ひ
か
り
）の
大
地

│
荒
屋
新
町
商
店
街
の
ぶ
ら
っ
と
一
日
体
験
工
房
│

蕎麦つくり体験教室

手前味噌つくり

【申し込みなど】
　体験は予約制で、事前に各工房か八幡平市
商工会安代支所にお申し込みください。
　通常は２名以上の団体、グループ単位での
受け付けですが、月１回、お１人様でも体験
できる日があります。詳しい日程は八幡平市
商工会安代支所にお問い合わせいただくか、
ホームページをご覧ください。

　http://www.hachimantaishi.com/taiken/
「ぶらっと一日体験工房」についての問い合
わせ先
八幡平市商工会安代支所
　電話 0195-63-1001　FAX 0195-63-1011
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女
性
部
会
の
社
会
貢
献
事
業
「
税
金
出
前
教
室
」
が
２
月
６
日
、

盛
岡
市
立
土
淵
小
学
校
で
６
年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

も
し
世
の
中
に
税
金
が
な
か
っ
た
ら
ど
う
な
る
か
を
描
い
た
空
想

ア
ニ
メ
「
マ
リ
ン
と
ヤ
マ
ト
、
不
思
議
な
日
曜
日
」
を
放
映
し
た
あ

と
女
性
部
会
員
が
先
生
役
に
な
り
、
ゲ

ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
の
学
習
テ
キ
ス
ト
を
使

い
、
税
金
の
種
類
や
使
わ
れ
方
を
ク
イ

ズ
形
式
で
解
説
し
ま
し
た
。

　

児
童
か
ら
は
「
税
金
っ
て
全
部
で
何

種
類
あ
る
ん
で
す
か
」「
税
金
が
無
い

国
は
あ
る
ん
で
す
か
」「
50
種
類
の
税

金
を
全
部
払
っ
た
ら
い
く
ら
に
な
り
ま

す
か
」
な
ど
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
、

盛
岡
税
務
署
員
が
て
い
ね
い
に
答
え
ま

し
た
。

　

盛
岡
法
人
会
主
催
の
パ
ソ
コ
ン
セ
ミ

ナ
ー
が
２
月
21
日
、
岩
手
県
法
人
会
館

で
開
か
れ
、
13
名
が
受
講
し
た
。

　

今
回
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て

商
品
案
内
や
会
社
紹
介
な
ど
を
つ
く
る

と
い
う
内
容
。
講
演
会
、
発
表
会
な
ど

に
は
必
須
の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
す

が
、
使
い
勝
手
が
よ
く
、
簡
単
な
商
品

チ
ラ
シ
か
ら
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
会

社
案
内
の
よ
う
な
も
の
ま
で
つ
く
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
人
気
の
高
い
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

　

こ
の
日
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
心
理
学
に
基
づ
い
た
ス
ラ
イ
ド
の
デ

ザ
イ
ン
や
配
色
を
コ
ツ
を
つ
か
む
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
学
び
ま

し
た
。

　

盛
岡
法
人
会
の
親
会
、
青
年
部

会
、
女
性
部
会
員
等
１
２
７
名

が
参
加
し
て
平
成
24
年
新
春
講
演

会
・
新
年
交
賀
会
が
２
月
１
日
に

開
催
さ
れ
た
。

　

熊
谷
祐
三
会
長
の
開
会
挨
拶
の

あ
と
、
講
演
会
で
は
東
日
本
旅
客

鉄
道
株
式
会
社
盛
岡
支
社
営
業
部

長
・
森
崎
鉄
郎
氏
が「
い
わ
て
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
向
け
て
」、
盛
岡
城
趾
鎮
座
桜
山
神

社
・
坂
本
広
行
宮
司
が「
辰
年
に
ま
つ

わ
る
あ
れ
こ
れ
」の
演
題
で
そ
れ
ぞ
れ

講
演
し
ま
し
た（
講
演
要
旨
後
述
）。

　

講
演
会
終
了
後
の
新
年
交
賀
会
で

「
ワ
ン
コ
イ
ン
募
金
」（
東
日
本
大
震
災

支
援
）
が
行
わ
れ
た
。

　
「
D
C
は
地
域
の
皆
さ
ん
と

つ
く
り
上
げ
て
い
く
も
の
…
」

　

森
崎
部
長
の
お
話
は
、
４
月

か
ら
６
月
ま
で
行
わ
れ
る「
い
わ

て
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
＝
D
C
」に
つ
い
て
。

　
「
い
わ
て
D
C
」
は
J
R
の

全
国
６
社
を
中
心
に
旅
行
会

社
、
協
賛
会
社
な
ど
が
連
携
し

て
実
施
す
る
岩
手
県
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。
昭
和
55
年
、「
詩
情
ゆ
た

か
な
岩
手
路
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
行
わ
れ
て
以
来
32
年
ぶ
り

に
単
独
開
催
と
な
る
も
の
。

　

今
回
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
宮
澤
賢
治
作
品
の
フ
レ
ー
ズ
を
活

か
し
た「
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
い
わ
て
物
語
〜
そ
う
い
う
旅
に
私
は
し
た

い
」。
期
間
中
、
県
下
全
域
で
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
自
慢
を
押
し
立
て
て

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
交
通
、
宿
泊
、
飲
食
・
販
売
店
も
さ
ま
ざ
ま

な
特
別
企
画
で
観
光
客
を
迎
え
ま
す
。　

　

一
方
、
全
国
の
J
R
駅
に
は
５
連
貼
り
等
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ポ
ス

タ
ー
が
貼
り
め
ぐ
ら
さ
れ
、
岩
手
へ
向
け
た
旅
行
商
品
が
数
多
く
企

画
さ
れ
る
と
と
も
に
、
J
R
グ
ル
ー
プ
が
出
版
す
る
旅
行
雑
誌
も
岩

手
特
集
を
組
む
な
ど
し
て
盛
り
上
げ
を
図
り
ま
す
。

　
「
か
つ
て
の
D
C
は
発
地
側
か
ら
の
企
画
だ
っ
た
た
め
一
過
性
に

な
っ
て
し
ま
い
、
し
か
も
地
元
に
ノ
ウ
ハ
ウ
が
残
ら
な
か
っ
た
。
そ

の
反
省
か
ら
今
は
地
元
を
中
心
と
し
た
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
姿
を

変
え
て
い
ま
す
。
D
C
は
J
R
だ
け
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
な
く
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
つ
く
り
上
げ
て
い
く
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
認
識

 

研
修
・
交
流
事
業

盛岡法人会の活動

い
わ
て
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
向
け
て

  

講　

師　

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社　

盛
岡
支
社
営
業
部
長　

森
崎　

鉄
郎  

氏

親
会
・
青
年
部
会
・
女
性
部
会
合
同

　
盛
岡
法
人
会 

新
春
講
演
会
・
新
年
交
賀
会

講
演
第
一
部

いい質問がたくさん出ました

女
性
部
会　

社
会
貢
献
事
業

盛
岡
市
立
土
淵
小
学
校
で
税
金
出
前
教
室　

パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
基
礎
か
ら
企
画
書
作
成
ま
で

新春交賀会での「ワンコイン募金」

新春講演会
講演する森崎鉄郎氏

パワーポイントで商品案内から
会社紹介まで
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し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
観
光
で
地
域
を
活
性
化
し
た
い

と
い
う
エ
リ
ア
が
全
国
に
た
く
さ
ん
あ
り
、
各
エ
リ
ア
が
D
C
開
催

に
向
け
手
を
挙
げ
る
な
ど
、
D
C
は
開
催
地
決
定
に
向
け
た
競
争
の

激
し
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
な
り
ま
し
た
。」

　

昨
年
の
長
野
、
一
昨
年
の
新
潟
で
は
倍
以
上
増
加
。「
観
光
は
地
域

経
済
へ
の
波
及
効
果
が
大
き
く
、
地
域
振
興
の
起
爆
剤
と
し
て
の
効

果
が
非
常
に
大
き
い
の
が
D
C
の
特
徴
」
と
森
崎
部
長
。

　

こ
の
ほ
か
森
崎
部
長
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
を
逃
す
と
こ
の
あ
と
い
つ
D
C
を
岩
手
で
開
催
で
き
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
、
お
客
様
が
永
続

的
に
盛
岡
、
岩
手
を
訪
れ
て
い
た
だ
く
仕
組
み
を
つ
く
る
き
っ
か
け

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
最
後
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
」　

と
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

盛岡法人会の活動

「
新
し
く
生
ま
れ
て
一
歩
を
踏
み
出
す
年
…
」

             　
　
　

   
盛
岡
城
趾
鎮
座
桜
山
神
社
宮
司　

坂
本　

広
行  

氏
　

盛
岡
法
人
会
青
年
部
会
の
恒
例
事
業
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
・
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
が
３
月
７
日
、
盛
岡
駅
西
口
の
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン
盛
岡
店

で
、
会
員
企
業
の
社
員
、
家
族
な
ど
40

名
が
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
で
第
18
回
目
の
開
催
と
な
る
今

回
は
、
特
別
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
大
会
と

し
て
行
い
、
ス
ト
ラ
イ
ク
あ
る
い
は

ガ
タ
ー
１
回
に
付
１
０
０
円
、
上
限

５
０
０
円
の
募
金
の
ル
ー
ル
で
開
催
。

ま
た
、
各
賞
の
景
品
は
、
全
て
沿
岸
被

災
地
の
県
産
品
と
し
、
参
加
者
全
員
、

被
災
地
へ
の
思
い
を
込
め
て
力
い
っ
ぱ

い
投
げ
ま
し
た
。

　

な
お
、
募
金
は
全
法
連
の
「
ワ
ン
コ
イ
ン
募
金
」
へ
送
り
ま
し
た
。

　

新
入
社
員
養
成
講
座
が
３
月
27
日
、
岩
手
県
法
人
会
館
で
開
催
さ

れ
、
今
春
、
盛
岡
法
人
会
会
員
企
業
な
ど
に
就
職
が
決
ま
っ
た
新
入

社
員
33
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

講
座
の
内
容
は「
社
会
人
の
心
構
え
」

「
仕
事
・
働
き
方
理
解
」「
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
と
ル
ー
ル
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
意
味
、
技
法
と
修
得
」な
ど
。
ヒ
ッ

ト
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
及

川
敦
子
先
生
を
講
師
に
午
前
10
時
か
ら

昼
食
休
憩
を
は
さ
ん
で
午
後
４
時
ま
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
講
生
た
ち
は
初
め
緊
張
気
味
で
し

た
が
、
自
己
紹
介
や
お
じ
ぎ
の
仕
方
、
グ
ル
ー
プ
討
議
な
ど
を
重
ね

る
う
ち
に
少
し
ず
つ
打
ち
解
け
た
様
子
で
先
生
の
話
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

恒
例
と
な
っ
た
坂
本
広
行
宮

司
に
よ
る
干
支
の
お
話
。
今
年

は
漢
字
の
お
話
が
中
心
に
な
り

ま
し
た
。

　
「
今
年
は
壬
辰
＝
み
ず
の
え

た
つ
。
壬
＝
じ
ん
と
い
う
漢
字

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
字

を
解
体
し
ま
す
と
３
本
の
横
の

棒
が
あ
っ
て
真
ん
中
を
棒
が
１

本
貫
い
て
い
る
。
こ
の
真
ん
中
の
棒
は
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
い
子
供

を
指
す
の
だ
そ
う
で
す
。
お
腹
の
中
に
１
本
の
命
が
生
ま
れ
て
い
る

状
態
が
壬
（
み
ず
の
え
）
と
い
う
字
。
こ
れ
か
ら
も
の
が
生
ま
れ
る

と
い
う
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
土
台
が
し
っ
か
り
し
て

い
る
と
い
う
意
味
も
含
ま
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
の

辰
は
、
本
来
の
漢
字
は
下
に
虫
の
字
が
付
い
て
、
元
は
崖
を
意
味
す

る
文
字
で
、
開
墾
と
か
開
拓
、
力
強
く
前
進
す
る
と
い
う
意
味
合
い

の
漢
字
な
そ
う
で
す
。
辰
に
割
り
当
て
ら
れ
た
動
物
は
竜
で
す
（
龍

は
日
本
で
出
来
た
文
字
）。
竜
は
十
二
支
の
中
で
唯
一
架
空
の
動
物
。

こ
れ
は
い
ろ
い
ろ
な
動
物
の
集
合
体
で
、
角
は
鹿
、
頭
は
駱
駝
、
目

は
鬼
ま
た
は
兎
、
体
は
蛇
、
腹
は
想
像
上
の
蛇
に
似
た
動
物
、
背
中

の
鱗
は
鯉
、
爪
は
鷹
、
そ
し
て
手
の
平
は
虎
、
耳
は
牛
で
す
。
逆
鱗

（
げ
き
り
ん
）
に
触
れ
る
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
竜
は
喉
に
宝

物
を
抱
え
て
い
る
そ
う
で
、
そ
こ
に
触
れ
よ
う
す
る
と
非
常
に
怒
る
。

本
来
は
常
に
空
中
を
漂
っ
て
い
る
よ
う
な
、
お
だ
や
か
で
人
に
悪
さ

を
し
な
い
動
物
で
す
。
中
国
か
ら
日
本
に
入
っ
て
来
て
親
し
ま
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
中
国
に
も
日
本
に
も
元
々
蛇
の
信
仰
が

あ
り
ま
す
。
蛇
は
水
の
神
様
。
こ
れ
と
竜
が
一
緒
に
日
本
に
伝
わ
っ

て
来
て
蛇
と
一
緒
に
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。
竜
神
さ
ん
は
水
の
神
様
、
水
は
農
作
物
に
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
雨
乞
い
は
竜
神
を
呼
ん
で
雨
を
降
ら
す
と
い
う
動
物
で
す
。

竜
と
い
う
字
は
、
伸
び
悩
ん
だ
草
木
が
伸
び
る
状
態
を
指
し
、
一
歩

踏
み
出
す
と
い
う
意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。
壬
も
新
し
く
生
ま
れ
て

一
歩
を
踏
み
出
す
と
い
う
こ
と
で
、
私
た
ち
は
昨
年
の
大
震
災
を
通

し
て
自
然
の
脅
威
と
い
う
も
の
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
の

大
切
さ
と
い
う
こ
と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
、
学
ん
で
き

ま
し
た
。
今
年
は
そ
の
教
訓
を
活
か
せ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
し
、

ま
た
、
新
た
な
気
持
ち
で
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」

　

ち
な
み
に
、
桜
山
神
社
が
年
初
に
掲
げ
た
言
葉
は
「
昇
竜
の
勢
い

で
復
興
を
」
な
そ
う
で
す
。

講
演
第
二
部　

辰
年
に
ま
つ
わ
る
あ
れ
こ
れ

４ページ税金
クイズの答え
① 低い方　

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
主
要
国
の
付
加
価
値
税
の
税
率
（
標

準
税
率
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
20
％
、
ド
イ
ツ
19
％
、
フ

ラ
ン
ス
19
・
６
％
な
ど
、
日
本
よ
り
か
な
り
高
い
水

準
に
あ
り
ま
す
。

講演する坂本 広行氏

新
入
社
員
養
成
講
座　
33
名
が
受
講

被災者支援の思いを込めて…正しいおぎじの仕方を学ぶ…

青
年
部
会   

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

「
ス
ト
ラ
イ
ク
・
ガ
タ
ー
」で
募
金
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《
編
集
後
記
》

 

あ
の
震
災
か
ら
１
年
た
ち
、

そ
れ
ま
で
出
す
事
が
は
ば
か
ら

れ
た
生
々
し
い
津
波
の
状
況
が

映
し
出
さ
れ
、
様
々
な
検
証
が

さ
れ
る
に
つ
け
心
が
痛
む
日
々

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

未
だ
多
数
の
行
方
不
明
者
、

な
か
な
か
進
ま
ぬ
が
れ
き
処
理

や
復
興
計
画
、
不
安
が
消
え
ぬ

原
発
や
余
震
…
、
多
く
の
被

災
者
に
と
っ
て
は
ま
だ
と
て
も

「
区
切
り
」
に
は
な
ら
な
い
で

し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
は
復
興
計
画
の
ス

ピ
ー
ド
を
上
げ
て
、
来
年
の
今

頃
に
は
、
被
災
者
が
も
う
少
し

復
興
を
実
感
出
来
る
よ
う
な
状

態
に
な
っ
て
い
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
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いわてデスティネーションキャンペーンのポスター

●いわてデスティネーションキャンペーン
　◆期間／４月１日～６月30日　◆会場／岩手県内全域・青森県
　　八戸市・秋田県鹿角市、小坂町
●盛岡三大麺フェスティバル
　◆会場／盛岡駅滝の広場　◆日時／4月7・8日（時間未定）
●岩手まるごと美味いもの祭り in 安比高原
　◆会場／安比プラザ屋内特設会場
　◆日時／4月28日～5月6日　11：00～ 16：00
●東北六魂祭
　◆会場／盛岡市内（未定）　◆日時／5月26・27日（時間未定）
　◆内容／東日本大震災からの復興を願い、東北六県の代表的な伝統行事を一堂に会して開催する行事。
　　　　　昨年初めて仙台市で開催、今年は盛岡市。

ミュージカル 赤毛のアン
6月 9日（土）
会場／盛岡市民文化ホール

　　　大ホール
時間／16：30開場
　　　 17：00開演
●有料
■問い合わせ先
　劇団四季全国公演本部

　TEL. 0120-660-442

6
会
　
時
　

ミュージカル「赤毛のアン」のチラシ

法人税確定申告書の
見方・書き方講座

▶１回目　4月 ６ 日（金）　　　

▶２回目　4月18日（水）

▶３回目　5月11日（金）

会場／岩手県法人会館 
　（定員となりました）
■問い合わせ先
　盛岡法人会　
　Tel.019-654-4955

写真提供：東日本旅客鉄道株式会社盛岡支社

いわてデスティネーションキャンペーンいわてデスティネーションキャンペーン

ネ ポ

写真は昨年の東北六魂祭から
写真提供：東北六魂祭実行委員会


